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有孔虫の生態と殻の構成に関する考察

Discussion in terms of relations between test Bauplan and ecology of

foraminifer
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　有孔虫は石灰質あるいは砂質の殻を作る。多くの有孔虫は種ごとに決まった殻の形をしているが、付着性の

種類の場合、周りの環境に合わせてフレキシブルな殻形態になる。生物一般に環境によって様々な形態をとる

ことを「可塑性が高い」という。有孔虫は種類によって「可塑性」が高い。可塑性が高い有孔虫は環境に合わ

せて工夫しているように見える。例えば、付着する種類の場合、付着する基質の凹凸に合わせて殻の形を変え

る。周りの生物と成長を競い合わねばならない付着性種は、周りの生物よりも早く成長するために雑な殻の作

り方をしている。本論では、様々な生態場にいる有孔虫の成長と殻との関係を観察し、有孔虫の殻の特徴には

種固有の形態要素の他に生態的な要素があることを議論する。
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